
科目分類 看護専門科目 領域別看護 開講時期 2年 前期 

科目名 小児看護学概論 

選択/必修 必修 単位数（時間数） 1単位 15時間 授業形態 講義 

担当教員 濵園 環 

メールアドレス t-hamazono@tsuruga-nu.ac.jp 
オフィス 

アワー 

何時でも可(事前アポ

イント必要) 

 

授業目的 
子どもの権利と小児看護の理念,子どもの健やかな成長発達と健康の保持

増進をめざした環境と支援を学修する。 

授業概要 
子ども観の変遷と医療における子どもの権利,子どもの成長発達の特徴と

影響する要因,小児看護の対象と役割・課題について教授する。 

授業計画 

第 1回 子どもの権利と小児看護の理念  

第 2～3回 子どもの成長・発達：原則と影響因子、発達理論/形態・機能的発達/心

理・社会的発達/成長発達の評価 

第 4～5回 子どもの健康生活と援助 1(新生児・乳児期) ※課題レポート➀「発育アセスメント」 

第 6回    子どもの健康生活と援助 2(幼児期) 

第 7～8回 子どもの健康生活と援助 3(学童・思春期) ※課題レポート②「子ども観」について 

教材 

参考文献等 

【教科書】『系統看護学講座専門分野Ⅱ 小児看護学概論/小児臨床看護学総論 

小児看護学➀』 奈良間美保編,医学書院,2022年 

【参考書】1)『小児看護学Ⅰ(概論・看護技術) 改定第 4版_二宮啓子・今野美

紀編(濵園環分担執筆),「南江堂」2021年 

2)『小児看護学Ⅱ(支援論)改定第 4 版_二宮啓子・今野美紀編(濵園環分担執筆),

「南江堂」2021 年 

成績評価 

基準・方法 

試験 70％ レポート課題 2題 30％(➀5％,➁25％) 

※レポート課題②は 1200〜1600文字とし、評価基準は以下の通りとする。 

課題に対する記述の的確性/論理的構成/レファレンス資料の使用と的確性と出

典先の明示/文章の体裁(段落・句読点・誤字・脱字・主部と述部の対応・専門

用語の使用)/剽窃行為が無い/提出期限の遵守 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 

本科目を修得していないと小児看護学実習は履修できません。 

 

小児看護の目的は健康,不健康を問わず,一人一人の子どもが自分の持てる力を

発揮して心身ともに健康に育つ環境を整えると同時に,子どもの権利を尊重し,

生活の質（QOL）が向上するように支援することです。本科目は 3年次科目の小

児看護学,小児看護学実習の前提となる内容です。子どもを取り巻く社会環境、子

どもに関連する法律と保健施策は 2 年次後期開講の母子保健学で学修します。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師として総合病院小児病棟・NICU での実務経験,医療的ケアが必要な児童

に関わる特別支援学校でのコンサルテーション活動を活かして教授します。ま

た, 講義では視聴覚教材の活用とアクティブラーニングを用います。 

 


